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花
便
り
が
う
れ
し
い
、
春
陽
の
季
節
を
迎

え
ま
し
た
。い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
国
は
、
一
般
会
計
総
額
が
過
去
最
大
と
な

る
令
和
７
年
度
予
算
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

所
得
税
の
非
課
税
枠
を
１
６
０
万
円
に
拡
大

し
た
税
制
改
革
を
は
じ
め
、
共
働
き
で
育
児

す
る
夫
婦
を
後
押
し
す
る
新
た
な
給
付
金
制

度
の
創
設
、
保
育
士
や
学
校
教
員
の
処
遇
改

善
な
ど
、
生
活
者
の
視
点
や
喫
緊
の
課
題
解

決
策
を
盛
り
込
ん
だ
の
が
特
徴
で
す
。
も
う

一
つ
の
目
玉
は
高
校
授
業
料
の
無
償
化
で
、

公
立
は
今
年
度
か
ら
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、

私
立
学
生
に
は
来
年
度
か
ら
最
大
45
万
７
千

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
家
庭
の
経
済
負
担
減

や
格
差
の
是
正
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
地
方

行
政
と
し
て
は
公
立
校
の
定
員
割
れ
な
ど
の

課
題
に
対
応
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
日
本
の
若
者
は
先
進
国
の
中
で
貧

困
率
が
高
く
、
公
的
支
援
も
手
薄
で
す
。
こ

れ
で
は
若
者
が
将
来
に
夢
を
抱
く
こ
と
が
で

き
ず
、
未
婚
・
少
子
化
も
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
本
県
で
は
「
若
者
・
Ｚ
世
代
へ

の
応
援
」
を
重
点
に
、
新
年
度
予
算
を
編
成

し
ま
し
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
起
因
す

る
債
務
の
償
還
、
厳
し
い
財
政
見
通
し
な
ど

課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
未
来
を
見
つ

め
て
今
な
す
べ
き
こ
と
に
尽
く
し
、
誰
も
が

輝
け
る
社
会
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
意

欲
を
お
伝
え
し
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

若者・Ｚ世代若者・Ｚ世代にに手厚い公的支援手厚い公的支援をを！！

その他

中小企業制度
資金貸付金償還金

県債

国庫支出金
地方交付税等

県税等
9,982

3,548
1,830

1,305

5,036

1,881

歳入総額
23,582億円
（単位:億円）

令和７年度県当初予算の概要

議会費
その他

農林水産費

土木費

警察費

公債費

総務費
民生費

教育費

商工費
21.9

16.8

16.5
13.0

11.8

6.1

5.8

4.3

3.7
0.1

歳出総額
23,582億円

目的別の内訳（構成比、％）

令和７年度令和７年度
県当初予算県当初予算一般会計２兆3582億円一般会計２兆3582億円にに
　県議会はこのほど、若者やＺ世代の支援を中
心とした令和７年度の県当初予算を決定しまし
た。不妊治療の経済負担軽減や不登校対策と
いった若者支援をはじめ、４月に開幕する大阪・
関西万博への本県ゾーン出展、東播磨道北工区
の開通などを実施します（裏面に詳細）。
　予算の一般会計は２兆 3582 億円で、特別
会計などと合わせた総額は４兆 5150 億円で
昨年度より 2132億円増加しました。

　歳入では賃上げによる個人関係税の増や好調
な企業業績を反映し、県税等が 9982 億円と
４年連続で過去最高を更新。一方、県債は昨年
度より16.7％多い1305億円を計上しました。
分収造林事業の破綻などで取り崩した県債管理
基金を積み戻し、将来に負担を残さないように
配慮しています。歳出では、新型コロナ対策で
企業に貸し付けた資金の償還などで行政経費は
前年度比で 797 億円減に。投資的経費は特別

東はりま
特　 支新校舎の建設進む
校舎、体育館を建替 いなみ野

特　　支

法の不備解消求め国に要望へ
　県議会はこのほど、金属スクラップなどを乱雑に保管し、破砕処理
で騒音や悪臭を生じさせている「ヤード業者」の問題について、国に
よる一律的な規制を求める意見書を取りまとめ、採択しました。近く
関係省庁に提出し、早急な対応を求めます。
　リサイクル法は家電製品などが対象ですが、規制対象外となる “再
生資源物 ”として保管するなど法令の不備を抜け道に利用し、不適切
な管理で周囲や環境に悪影響を与えています。条例で義務付けても規
制のない自治体に移転して逃れるなどの事例が見られるため、法律な
どによる画一的な規制を国に求める意見書をまとめました。

支援学校の整備などで 6.7％増加しま
した。主な内訳は右グラフの通りです。

ヤードヤード業者業者対策対策でで
　東はりま特別支援学校（播磨町北古田）で、普通教
室 20室が入る新校舎の建設が進められています。い
なみ野特別支援学校（稲美町国安）では、校舎や体育
館の新設建て替え工事を進め、令和９年度の供用開始
をめざします。両校は児童生徒の増加で実習の特別教
室が十分に確保できず、教育活動に制約が生じるなど
狭あい化の問題があり、それらの解消をめざします。

東はりま特別支援学校
イメージパース（外観）

いなみ野特別支援学校
イメージパース（中庭）

北朝鮮による拉致被害者の有本恵
子さんの父・有本明弘さんがご逝
去されました。ご冥福をお祈りす
るとともに、恵子さんを含めたす
べての拉致被害者が一日も早く帰
国することを願います



　不妊治療をされている夫婦の声を踏まえ、経済負担を軽減す
る支援策を昨年の県議会で要望したところ、令和７年度予算に
盛り込まれました。
　不妊治療で保険適用外となる先進医療費の助成（１クールあ
たり３万円）について、県内の医療機関に限っていましたが、大阪などに通勤する
方を考慮して隣接府県のクリニックにも対象を拡大。通院のための交通費助成（１
往復あたり最大１万９千円）も引き続き実施します。また、仕事との両立など妊娠
前の健康管理を中長期的に進めてもらうため、
条例の制定もめざします。

　令和７年度の県当初予算は若者を取り巻く環境の改善や財政再建を最重点に位置
づけているのが特徴で、不登校対策や教育環境の充実など若者支援の施策は 143
億円を充てています。
　一方、財政見通しでは令和８～ 10年度までの収支不足額が総額 160 億円とな
る予想で厳しい財政状況が浮き彫りとなっています。将来世代に課題を積み残すこ
とのないように、選択と集中による事業の見直しや公民連携の事業展開などで効率
的な財政運営を図り、収支不足の解消に努めていかねばなりません。

岡つよし県議会議員　県政報告
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播磨町ロードレース大会に出場。
完走しました！

東日本大震災·原子力災害伝承
館を視察

活性化に向けて播磨町漁業協同組
合で意見交換

要望が実現！ 新年度からスタートします

不妊治療の経済負担減へ支援拡充不妊治療の経済負担減へ支援拡充

令和７年度県当初予算 主な事業
（矢印は予算額）

●�大規模災害で被災した国内外の自治体関係
者らを招いて創造的復興サミットを 9/20 に
開催→ 1317万円

●�専門家を配置した県感染症対策センターを
設置→ 484万円

●�校内サポートルームの不登校児童生徒支援
員の配置支援（小学校：市町ごとで ４ 校に
１ 人→ ２ 校 １ 人に拡充、中学校は各校 １ 人）
→ 2.7億円

●�大阪・関西万博に「兵庫県ゾーン」を設置し、
映像アトラクションなどを展示→ 3.9億円

●�フリースクールなど民間施設に通う児童生
徒の家庭に授業料など補助（上限：月 １万円、
市町支援）→ 2430万円

●�ひきこもりの後方支援で保健師などを圏域
ごとに ５人配置→ 539万円

●�全県立学校に生徒個人用ロッカーなど教育
備品を導入。体育館などの無線 LAN 整備も
→ 32.8億円

● �DV や若年妊娠など課題を抱える特定妊婦
らの自立支援（県営住宅等を活用した一時
的な住まいの確保）→ 3500万円

●�食物アレルギー児に対応する調理員を配置
する民間保育所・こども園に補助（児童 1
人あたり 28万8千円／年）→ 1325万円

●�「有機農業アカデミー（仮称）」を県立農業
大学校に新設（R8年4月開講予定）→ 2.9億円

●�八幡稲美ランプ～国道175号までの東播磨道
北工区の開通（R7年秋予定）

★保険適用外の先進医療費助成

対象 県内または隣接府県の医療機関で先進
医療を受けた人（43歳未満）

助成額 １クールあたり３万円（回数制限、所得
制限なし）

★先進医療にかかる通院交通費の助成
対象 本人（同行者は対象外）

助成額
１クールの治療にかかった
通院交通費の合計額から
5000 円を控除した額の
２分の１以内

対象手段 鉄道運賃、特急料金、バス、
自家用車、高速道路料金

若者支援、財政再建を最重点に

県立考古博物館 入館料

200円で据え置きに
　勾玉づくりや火
おこしなど体験型
の博物館として子
どもや家族連れでにぎわう県立考古博物
館（播磨町大中）で、入館料を値上げせ
ず据え置くことに決まりました。近年の
コスト上昇で県立美術館や県立フラワー
センターなどは入場料の引き上げとなり
ます。
　観覧料は従来通り、大人 200 円、大
学生 150 円、70 歳以上 100 円、高校
生以下は無料です。ぜひ、お立ち寄り下
さい。

　出産後の心身ケアを担う市町の産後ケ
ア事業で、県負担を導入して集合契約を
開始させ、市町をまたいだ広域的な利用
ができる体制をめざします。
　同事業では従来、各市町が個別に医療
機関等と契約していたため、市町によっ
てケア内容などに格差がありました。新
年度から県が代表して医師会や助産師会
と契約し、市町に委任。契約条件を統一
させて展開していきます。

県立大等の入学金・授業料
無償化引き続き実施無償化引き続き実施

産後ケア事業
県参入で市町格差解消県参入で市町格差解消

　兵庫県立大学と芸術文化観光専門職大
学で、県内在住者の入学金や授業料の無
償化を引き続き実施。令和７年度からは
学部生２～４年生、大学院全学年までを
無償化します。大学院では県外学生の入
学金 42万 3千円を国立大学並みの 28
万 2千円に引き下げます。
　また、事業財源の課題を踏まえて基金
を創設しました。およそ５年ごとに事業
成果を検証していきます。


